
一件一葉（キャラクタリゼーション（廃棄物管理のための））

課題番号：3

望ましい状態とその理由 （参考）関連する研究課題

1
水処理二次廃棄物の性状を
把握したい。

●汚染水の水処理二次廃棄物は、これまでに処理実績の少ないものであ
り、処理・処分を見据えて、その性状が把握されることが望ましい。
●また、処理・処分側から、燃料デブリ取り出し側に要件や要求事項、
留意事項が示されることが望まれる。
●さらに、コスト低減の観点からは、処理実績があり（水処理二次廃棄
物の性状把握が容易な／処理が容易な）、かつ安価な水処理技術が望ま
れる。

廃炉・汚染水対策事業「固体廃棄物の処理・処分に関する研究開発」

課題名
廃炉プロセス「汚染水対策」⇔「処理・処分・環境回復（燃料デブリに由来するα核種が含まれる廃棄物含む）」
 検討対象「キャラクタリゼーション（廃棄物管理のための）」
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